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話を紛失した友人の弁である。

いくつかの情報機器に囲まれて生

活するようになると、その便利さが

当たり前になり、手放せなくなる。

もちろん携帯電話が無 くても生活し

ていたのだから、昔に戻れば良さそ

うなものだが、後戻 りは至難の業で

ある。

なぜなら携帯電話やインターネッ

トの存在を前提に仕事が回り出すと、

もう抜け出せなくなるし、放棄した

ら世間から取 り残されてしまうから

である。

鰺 磯 鍮

o先 取りできるか、新システム
機 醸 鰊

一方で、携帯電話を持っていない

人は、なかなか便利さを実感できず、

かつイく便 さも感 じないようだ。これ

と同じように、本来あるべき情報シ

ステムが欠けていたとしても、現状

に慣れ親しみ、満足していれば、新

たな情報システムを想像したリイメ

ージすることは、とても難しいこと

だろう。

宅配便やコンビニは、今でこそ当

たり前になって生活に欠かせないが、

これらの事業を始める当初は相当な

反対があったという。革新的な先駆

者によるブレークスルーがなければ、

新たな段階に進めないこともありそ

うだ。

物流にかかわる情報システムは、

携帯電話やメールのように十分に進

歩してきているのだろうか、それと

も宅配便を始めるときのようにブレ

ークスルー以前なのだろうか。
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